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あらまし：教育の情報化により，教員や教員養成課程の学生の ICT 活用指導力の向上・育成が求められ
ている．その中で，教員養成課程の学生に対して「間違い探し」動画教材を用いた問題解決型の学習方法

が提案，実践され，その効果が明らかにされている(3)．一方，教員の“質の向上”“質の保証”のために

授業動画を用いて力量形成を支援する授業リフレクションシステムが開発され，実践を通してその有効性

が示されている(8)．本論文では，これらを組み合わせることで，ICT活用指導力のさらなる向上・育成を
目指し，授業リフレクションシステムを用いた「間違い探し」動画教材による実践を行った． 
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1. はじめに 
近年，教育の情報化が進展し，教員の ICT活用指

導力の向上，教員養成課程における ICT活用指導力
育成のためのカリキュラムの構築や授業法，学習方

法が求められている(1)(2)．そこで，Ogawa et al.(2015)
では，多様な ICTの活用場面や活用方法に対応する
ことができる「間違い探し」動画教材を用いた学習

方法を提案し，その効果を明らかにしている(3)． 
一方，「教職課程の質保証」の重要性が指摘されて

おり(4)，教員養成に関わる高等教育機関には，教員

としてより高い実践的指導力を身につけさせる“質

の保証”と，教員として必要な資質・能力を持たせ

る“質の保証”が求められている．そこで，北澤・

森本(2014)において、学習者が授業動画を閲覧しな
がら自己評価や相互評価等のアセスメント活動を繰

り返すことで，自らの授業力や学習支援などの力量

を形成することができる授業リフレクションシステ

ムが開発されている(7)． 
本研究では，教員，及び教員養成課程の学生の実

践的な指導力としての ICT活用指導の向上・育成を
目的とし，「間違い探し」動画教材を用いた問題解決

型の学習方法の実践に授業リフレクションシステム

を使用した．本稿では，その実践とその評価の概要

について説明する． 
 
2. 「間違い探し」動画教材を用いた問題解決

型学習方法 
「間違い探し」動画教材とは，看護・医療分野で

使用されている学習者が主体的に取り組み，技術習

得に効果があるとされている e-Learning 教材に着目
し，ICT 活用指導力育成のために提案された教材で
ある(5)(6)． 
この「間違い探し」動画教材を用いて，学習者が

ICT活用指導力の育成に必要な多様な ICTの活用場

面を経験し，場面に応じた問題を認識し，解決して

いくプロセスの中で ICT活用について学習者が自身
で考えられるよう，問題解決学習にあてはめた“動

画作成による学習方法”と“動画閲覧による学習方

法”が開発，実践がされ，その効果が明らかにされ

ている(3)． 
 

3. 授業リフレクションシステム 
授業リフレクションシステムとは，学習者が授業

動画を閲覧しながら，アセスメント活動を繰り返す

ことで，自らの授業力や学習支援などの力量形成を

支援するシステムである(7)．授業リフレクションシ

ステムでは，授業動画を閲覧しながらその時点での

気付きなどをアセスメント活動として投稿すること

ができる．また，投稿された自由記述のコメントは，

動画再生時間と紐付けられ最上部に表示され，コメ

ントが投稿された時間と文字数は動画の再生箇所と

対応され、ひと目で確認することが可能である． 
この授業リフレクションシステムを用いた実践と

しては，北澤・森本(2014)の情報科教育法の授業を
対象とし，自己や他者の模擬授業に対する相互評価

を行うものがあり，対面による模擬授業の相互評価

のときには気づかなかった新たな気付きが促進され

ることが示唆されている (8)． 
 

4. 「間違い探し」動画教材を用いた授業リフ
レクションシステムの実践 

4.1 実践概要 
本研究では，「間違い探し」動画教材による問題解

決型の学習方法の“動画閲覧による学習方法”の 
STEP1:「間違い探し」動画教材を閲覧する，STEP2: 
「問題点(間違い)を見つける」の部分に授業リフレ
クションシステムを使用した． 
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実践には 4つの「間違い探し」動画教材を用い，
東京学芸大学，東京学芸大学教職大学院で開講され

ている 3つの講義で行った．実践で使用した画面を
図 1に示す． 

 図 1 授業リフレクションシステム実画面例 
 
1) 実践１(6) 

時期：2014年 5月 
対象：東京学芸大学「授業における ICT 活用」，
受講者 43名 

2) 実践 2 
時期：2015年 5月 
対象：東京学芸大学「授業における ICT 活用」，
受講者 33名 

3) 実践 3 
時期：2015年 6月 
対象：東京学芸大学教職大学院「教育ネットワー

クの構築方法」，受講者 20名 

4.2 実践結果 
各実践において学生の ICT活用に関して，活用法

と工夫について 2種類のマインドマップの作成，質
問紙による調査を行った．本稿では，実践 2の調査
の一部を以下に示す． 
(1) マインドマップのノード数の変化 
実践 2の動画閲覧前後で作成した活用法と工夫に

ついてマインドマップのノード数を対応のある t 検
定を用いて比較したところ，有意差が認められた（ノ

ード数の活用法:t（25）=5.72, p<.01,ノード数の工夫:t
（25）=8.38,p<.01）．動画閲覧前後の平均値を見てみ
ると，閲覧前が 8.40（活用法）, 5.32（工夫），閲覧
後が 13.68（活用法）,11.72（工夫）であったことか
ら，今回新たに実施した実践 2 も前年度の実践 1(6)

と同様に，動画閲覧後のほうが閲覧前よりもその平

均値が有意に高いことが示唆された． 

(2) 自由記述の回答 
「間違い探し」動画教材を用いた授業リフレクシ

ョンシステムの実践の効果として“実際に動画を見

ることでイメージがしやすくなり，意見を共有でき

たので自分の気付かなかった部分がわかり，勉強に

なった”，“間違い探しをするだけでなく，どの時点

で間違っているのかがコメントでき共有できてよか

った”といった記述が認められた． 
上記の結果より，「間違い探し」動画教材を用いた

リフレクションシステムでの実践は，ICT 活用に関
する知識の増加や理解を深めさせることができるこ

とが示唆された． 
 

5. おわりに 
本論文では，教員，及び教員養成課程の学生の実

践的な指導力としての ICT活用指導の向上・育成を
目的とし，「間違い探し」動画教材を用いた問題解決

型の学習方法に授業リフレクションシステムを使用

した実践を行った．実践の結果から，学生から概ね

好評を得ることができ，実践的指導力としての ICT
活用指導力を身につけさせることができたと考えら

れる．今後も，継続的に授業等での実践を重ね，そ

の評価を行っていく予定である． 
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